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１．自己紹介１．自己紹介

•• <<木木 内内 勝勝 司のプロフィール司のプロフィール>>
•• 多方面からのアプローチが必要な環境計画分野で、現役実務の技術多方面からのアプローチが必要な環境計画分野で、現役実務の技術
者として走回者として走回るる建設コンサルタント。建設コンサルタント。

•• 名前：木内勝司（埼玉県所沢市出身、名前：木内勝司（埼玉県所沢市出身、19471947年生まれ）年生まれ）

•• 所属：有限会社所属：有限会社 木内環境計画事務所木内環境計画事務所 代表取締役代表取締役

•• ボランティア活動：ボランティア活動： NPONPO法人自然環境復元協会理事・環境再生医制度法人自然環境復元協会理事・環境再生医制度
推進委員、推進委員、NPONPO法人荒川流域ネットワーク理事、入間川ビオトープネット法人荒川流域ネットワーク理事、入間川ビオトープネット
ワーク研究会代表ワーク研究会代表

•• （社）日本河川協会個人会員（多自然型河川工事現場技術研究サーク（社）日本河川協会個人会員（多自然型河川工事現場技術研究サーク
ルサブリーダー、川の水源に登るサークル理事、彩の川研究会幹事）、ルサブリーダー、川の水源に登るサークル理事、彩の川研究会幹事）、
土木学会・造園学会・水環境学会・日本生態系協会・岩木川と地域づくり土木学会・造園学会・水環境学会・日本生態系協会・岩木川と地域づくり
を考える会、を考える会、NPONPO法人東北水環境ネット会員法人東北水環境ネット会員

••



•• 経歴：埼玉大学で電気工学を専攻、パリ・エコール・デ・ボザール（フラン経歴：埼玉大学で電気工学を専攻、パリ・エコール・デ・ボザール（フラン
ス国立美術専門学校）に留学。各地を見学放浪の後、造園設計事務所、ス国立美術専門学校）に留学。各地を見学放浪の後、造園設計事務所、
造園施工会社、建設コンサルタント各社で、公園緑地計画設計、都市計造園施工会社、建設コンサルタント各社で、公園緑地計画設計、都市計
画緑のマスタープラン、都市防災計画、環境調査、海岸、砂防、河川環画緑のマスタープラン、都市防災計画、環境調査、海岸、砂防、河川環
境整備計画など多方面にわたるコンサルティング業務に従事。平成元年、境整備計画など多方面にわたるコンサルティング業務に従事。平成元年、
有限会社有限会社 木内環境計画事務所を設立、現在に至る。木内環境計画事務所を設立、現在に至る。

•• 資格：技術士資格：技術士 建設部門（都市及び地方計画）（河川、砂防及び海岸）建設部門（都市及び地方計画）（河川、砂防及び海岸）

•• 環境再生医（上級）、一級ビオトープ計画管理士、一級造園施工管理技環境再生医（上級）、一級ビオトープ計画管理士、一級造園施工管理技
士士、、自然観察指導員、ＰＷエデュケーター自然観察指導員、ＰＷエデュケーター



•• 主な業績：コートダジュール・ラングドックルシオン海岸開発計画の調査、主な業績：コートダジュール・ラングドックルシオン海岸開発計画の調査、
海岸利用計画構想、沿岸域利用指針、樹木の防火効果・物理的機能に海岸利用計画構想、沿岸域利用指針、樹木の防火効果・物理的機能に
関する研究、都市防災対策手法の開発、防災緩衝緑地計画、河川環境関する研究、都市防災対策手法の開発、防災緩衝緑地計画、河川環境
管理基本計画、ふるさとの川モデル事業計画、新しい多摩川づくり計画、管理基本計画、ふるさとの川モデル事業計画、新しい多摩川づくり計画、
東北の自然豊かな川づくり（近自然化河道改修計画検討マニュアル）、ビ東北の自然豊かな川づくり（近自然化河道改修計画検討マニュアル）、ビ
オトープ回復計画などオトープ回復計画など

•• 論文・著書・講演：土木の日フォーラム特別記念講演「明日の郷土の建論文・著書・講演：土木の日フォーラム特別記念講演「明日の郷土の建
設に向けて」設に向けて」19991999・弘前、河川合流点における河川整備とビオトープの・弘前、河川合流点における河川整備とビオトープの
回復，水工学論文集，第回復，水工学論文集，第4545巻，巻，20012001、河川合流点における河川整備と、河川合流点における河川整備と
河畔林の保全，水工学論文集，第河畔林の保全，水工学論文集，第4646巻，巻，2002.2002.ほかほか

•• 現住所・連絡先：現住所・連絡先：358358--00240024埼玉県入間市久保稲荷埼玉県入間市久保稲荷11--1010--11--1717--503503
•• TELTEL 0404--29652965--14721472 FAXFAX 0404--29652965--14571457
•• 携帯携帯 090090--30963096--09040904
•• EE--mailmail kk--kiuchi@catnet.ne.jpkiuchi@catnet.ne.jp



２．荒川流域の概要２．荒川流域の概要
（出典：あらかわ（出典：あらかわ 荒川上流河川事務所荒川上流河川事務所 事業概要事業概要 2004 2004 ））
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３．３．NPONPO法人荒川流域ネットワークの法人荒川流域ネットワークの

活動とミッション（使命）活動とミッション（使命）

•• 19951995年に、当時の建設省（現国土交通省）荒川上流工事事年に、当時の建設省（現国土交通省）荒川上流工事事
務所が主催した「荒川に関する懇談会」をきっかけとして、埼務所が主催した「荒川に関する懇談会」をきっかけとして、埼
玉県内の荒川流域の市民団体をネットワークする組織として玉県内の荒川流域の市民団体をネットワークする組織として
発足発足

•• 20022002年にＮＰＯ法人の認証年にＮＰＯ法人の認証

•• 当初当初1818団体からスタートし、現在、ネットワークに参加してい団体からスタートし、現在、ネットワークに参加してい
る市民団体は、荒川源流の大滝村から下流の戸田市までのる市民団体は、荒川源流の大滝村から下流の戸田市までの
6767団体団体

•• 荒川流域での水質一斉調査を荒川流域での水質一斉調査を99年ほど続けており、流域をど年ほど続けており、流域をど
のように活気づけるかというリバーレンジャー活動や、自然のように活気づけるかというリバーレンジャー活動や、自然
観察会、シンポジウム、エコツアーイベントなどを行っている。観察会、シンポジウム、エコツアーイベントなどを行っている。



荒川流域ネットワークのミッション荒川流域ネットワークのミッション

•• ①母なる荒川に清流を甦らせよう！①母なる荒川に清流を甦らせよう！

•• ②あなたの家も水源地（排水・雨水貯留）運②あなたの家も水源地（排水・雨水貯留）運
動の展開動の展開

•• ③絶滅危惧種ミズガキ復活キャンペーンの実③絶滅危惧種ミズガキ復活キャンペーンの実
施施

•• ④木遣い文化の再生④木遣い文化の再生

•• ⑤エコ・プライドを持って流域経営・国土保全⑤エコ・プライドを持って流域経営・国土保全
を！を！



４．世界水フォーラムと４．世界水フォーラムと
荒川水フォーラム２００３荒川水フォーラム２００３

•• 20032003年年33月に第３回世界水フォーラムが開かれた際月に第３回世界水フォーラムが開かれた際
に、その分科会に参加に、その分科会に参加

•• 総合的水資源および流域管理分野で「ミズガキと流総合的水資源および流域管理分野で「ミズガキと流
域経営」の分科会を主催域経営」の分科会を主催

•• 水源地となる森林保全のあり方、それを支えるため水源地となる森林保全のあり方、それを支えるため
の上下流交流、水質保全、水辺に遊ぶ子ども達のの上下流交流、水質保全、水辺に遊ぶ子ども達の
復権など、流域にかかわる市民活動の方向などに復権など、流域にかかわる市民活動の方向などに
ついて話し合った。ついて話し合った。



•• 世界水フォーラムが祭り・イベントや会議に終わらず世界水フォーラムが祭り・イベントや会議に終わらず
に、そこからどういう活動を各地域、全国、世界で取に、そこからどういう活動を各地域、全国、世界で取
るのかということが問われた。るのかということが問われた。

•• そこで、世界水フォーラムの流れを荒川にということそこで、世界水フォーラムの流れを荒川にということ
で、「荒川水フォーラムで、「荒川水フォーラム20032003」を開催した。」を開催した。

荒川水フォーラム2003の全体会の様子



荒川水フォーラム２００３荒川水フォーラム２００３

•• 第１分科会第１分科会

•• テーマテーマ「親しめる川づくりとミズガキ復活キャンペーン」「親しめる川づくりとミズガキ復活キャンペーン」

•• 第２分科会第２分科会

•• テーマテーマ「流域経営、環境と経済」「流域経営、環境と経済」

•• 第３分科会第３分科会

•• テーマテーマ「森林保全の国民的役割・基金・税・料金の流域管理」「森林保全の国民的役割・基金・税・料金の流域管理」

•• 第４分科会第４分科会
•• テーマテーマ「源流の村との交流と協働」「源流の村との交流と協働」



５．流域経営、環境と経済５．流域経営、環境と経済

＜ポイント１＞

•• 自分たちの住む地域、地元をひたすら愛せるかどうかが鍵を自分たちの住む地域、地元をひたすら愛せるかどうかが鍵を
握る握る

•• そういう人たちの結びつき＝ネットワークが成立することが、そういう人たちの結びつき＝ネットワークが成立することが、
成功するために重要成功するために重要

•• そのためにはお互いの地域をよく知り、交流して実情を理解そのためにはお互いの地域をよく知り、交流して実情を理解
すること、情報交換を続けることが大事すること、情報交換を続けることが大事

•• なにより、地に着いた活動を自ら進めていく気概を持った人なにより、地に着いた活動を自ら進めていく気概を持った人
たちがたくさん増えることではないかたちがたくさん増えることではないか



＜ポイント２＞＜ポイント２＞

•• ただ気持ちの結びつきだけではだめで、実際の経済活動として結びつくただ気持ちの結びつきだけではだめで、実際の経済活動として結びつく
ことが重要ことが重要

•• 例えば森を再生するためには、木材生産のための森林の再生には、当例えば森を再生するためには、木材生産のための森林の再生には、当
然のことながら木材を使うシステムを再生する然のことながら木材を使うシステムを再生する

•• 地場産の木を長い目で見て、ライフサイクルコストを考えて使い続けるこ地場産の木を長い目で見て、ライフサイクルコストを考えて使い続けるこ
とが、ひいては森の再生につながるとが、ひいては森の再生につながる

•• 昔の人たちが工夫した森づくりのシステムを経済ベースで再生すること昔の人たちが工夫した森づくりのシステムを経済ベースで再生すること、、
コミュニティを再生するための人のつながりが成り立つ経済システムを工コミュニティを再生するための人のつながりが成り立つ経済システムを工
夫すること夫すること

•• それには、学校など公共施設に木を多く使うこと、木の家に住む人が増それには、学校など公共施設に木を多く使うこと、木の家に住む人が増
えること、町中に地場産の本物の木を使ったものがふえるようにしていくえること、町中に地場産の本物の木を使ったものがふえるようにしていく
ことではないかことではないか



＜ポイント３＞＜ポイント３＞

•• こうした活動を学校教育の現場、社会環境教育の中でとりあこうした活動を学校教育の現場、社会環境教育の中でとりあ
げ、子ども達をはじめ、多くの人たちに自然を理解する気持げ、子ども達をはじめ、多くの人たちに自然を理解する気持
ち、愛する気持ちを取り戻してもらうよう働きかけることが大ち、愛する気持ちを取り戻してもらうよう働きかけることが大
切切

•• とくに素直な心を持つ子ども達に地域をよく見てもらい、子どとくに素直な心を持つ子ども達に地域をよく見てもらい、子ど
も達を通じて大人達に素直な気持ちを取り戻してもらうことでも達を通じて大人達に素直な気持ちを取り戻してもらうことで
はなかろうかはなかろうか



人と自然の共生が成り立つために人と自然の共生が成り立つために

•• 人は「内なる自然」を誰しももっていて、本物の自然の中で人は「内なる自然」を誰しももっていて、本物の自然の中で
遊べば、素直に「内なる自然」の声が聞こえるようになる遊べば、素直に「内なる自然」の声が聞こえるようになる

•• 今のミズガキが増え、昔ミズガキもかつての自分を取り戻す。今のミズガキが増え、昔ミズガキもかつての自分を取り戻す。
それが地域や郷土を愛する気持ちにつながり、生き生きと元それが地域や郷土を愛する気持ちにつながり、生き生きと元
気になれる。人と人が生き生きとつながり、環境と経済が無気になれる。人と人が生き生きとつながり、環境と経済が無
理なく結びつく理なく結びつく

•• 源流から海まで流域全体がひとつにまとまったときに、はじ源流から海まで流域全体がひとつにまとまったときに、はじ
めて「人と自然の共生」が成り立つのではなかろうかめて「人と自然の共生」が成り立つのではなかろうか



６．荒川流域における６．荒川流域における
自然再生活動と学術への期待自然再生活動と学術への期待

課題課題①① 連携・協働活動連携・協働活動

•• 市民活動は基本的に知識も考え方も異なる人の集まりで、活動の広がり市民活動は基本的に知識も考え方も異なる人の集まりで、活動の広がり
や一般の多くの市民への浸透に限界があり、具体的な事業などでは合や一般の多くの市民への浸透に限界があり、具体的な事業などでは合
意を得にくい面があるように思われる。意を得にくい面があるように思われる。

•• その原因は、任意のボランティア活動が主体であるため、一般市民からその原因は、任意のボランティア活動が主体であるため、一般市民から
は物好きな団体、マニアの集団としてみられがちなことがあげられる。は物好きな団体、マニアの集団としてみられがちなことがあげられる。

•• ＮＰＯ法人としてそのミッション（使命）を果たしていくためには、メンバーＮＰＯ法人としてそのミッション（使命）を果たしていくためには、メンバー
の知識の向上、意識改革、専門家や研究者との連携、一般市民の信頼の知識の向上、意識改革、専門家や研究者との連携、一般市民の信頼
を得るために行政との連携・協働活動が必要と考えられる。を得るために行政との連携・協働活動が必要と考えられる。



課題② 情報の共有化

•• 活動の基本となる流域の実態についての科学的知見や情報、学術研究活動の基本となる流域の実態についての科学的知見や情報、学術研究
者との共同活動、データの蓄積が必要者との共同活動、データの蓄積が必要

•• 参加団体の中には、地元の大学と共同で調査研究活動を始めたところも参加団体の中には、地元の大学と共同で調査研究活動を始めたところも
ああるる

•• 大学・研究機関等と連携した活動が広がることが期待され、情報の共有大学・研究機関等と連携した活動が広がることが期待され、情報の共有
化や一般市民啓発活動への広がりが期待される。化や一般市民啓発活動への広がりが期待される。



課題課題③③ 組織経営やマネジメント能力組織経営やマネジメント能力

•• 自然環境などにかかわるＮＰＯ活動はなかなか自前の資金が得られにく自然環境などにかかわるＮＰＯ活動はなかなか自前の資金が得られにく
いのが実情で、助成金や補助金などに依存する体質があるいのが実情で、助成金や補助金などに依存する体質がある

•• 任意団体の内はそれぞれの思いを支えとした自己実現がモチベーション任意団体の内はそれぞれの思いを支えとした自己実現がモチベーション
として大きいと思われ、社会的責任感はそれほど大きいようには感じらとして大きいと思われ、社会的責任感はそれほど大きいようには感じら
れず、メンバー同士が楽しみながら和気あいあいとしていられるれず、メンバー同士が楽しみながら和気あいあいとしていられる

•• 法人化した場合には社会的責任が伴い、勝手な思いこみや無責任な行法人化した場合には社会的責任が伴い、勝手な思いこみや無責任な行
動は慎まなくてはならない。しかしながら、市民主体のＮＰＯ法人は事務動は慎まなくてはならない。しかしながら、市民主体のＮＰＯ法人は事務
的能力や専門的実務能力が弱いのが実情である。そのため、自前の活的能力や専門的実務能力が弱いのが実情である。そのため、自前の活
動資金の調達や組織の維持に苦労している。動資金の調達や組織の維持に苦労している。

•• 今後は、大学等の研究機関や専門家、行政との協働活動を通じて、組織今後は、大学等の研究機関や専門家、行政との協働活動を通じて、組織
経営やマネージメント能力を高めていく必要があると感じている。経営やマネージメント能力を高めていく必要があると感じている。
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•• ＮＰＯ法人としてそのミッション（使命）を果たしていくためには、ＮＰＯ法人としてそのミッション（使命）を果たしていくためには、
専門家や研究者、行政との連携・協働活動が必要専門家や研究者、行政との連携・協働活動が必要

•• 活動の基本となる流域の実態についての科学的知見や情活動の基本となる流域の実態についての科学的知見や情
報、データの蓄積が必要報、データの蓄積が必要

•• 組織経営やマネージメント能力を高めていく組織経営やマネージメント能力を高めていくことがことが必要必要
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